
- 1 - 

八戸工業高等専門学校 グローバルエンジニア育成事業の概要 

プログラム名：上昇スパイラル型グローバルエンジニア育成 －国境を越えた課題発見と専門力・技術力の海外展開－ 

 

八戸高専では、高専機構のグローバルエ

ンジニア育成事業の基礎力養成（主に本科

低学年次向け）と高度育成（主に本科高学

年次～専攻科生向け）の２つのプログラム

を、本科低学年（15歳）から専攻科生まで

の一体のプログラムとして事業を展開して

いきます。 
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本事業では、グローバルエンジニアを育成
するために低学年の 15 歳から国際性、英語
能力を育成し、さらに高学年・専攻科におい
ては英語のコミュニケーション能力、会話能
力だけではなく、専門性を備えた英語力の育
成を目的としています。つまり専門力の向上
とともに英語コミュニケーション能力の向上
を目指して、低学年から徐々に英語レベル、
英語コミュニケーションレベル、専門力のレ
ベルが上昇していく形の教育システムに取組
みます。 
低学年の場合には国際自主探究を中心とし

た様々なコミュニケーション能力の向上と英
語基礎能力の向上、高学年においては専門力
を強化しながら、多国籍チームでリーダーシ
ップをとれるような実践的英語能力、グロー
バル・コミュニケーション能力の向上、さら
に専攻科では海外の教育機関や企業と一緒に
共同研究できるようなグローバル・コミュニ
ケーション能力、専門力の向上を図って、最
終的にはグローバルエンジニアとして将来世
界で活躍できる人材の育成を目指していま
す。 
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本校は、世界各国の様々な教育・研究機関

と国際交流協定を締結して、世界中に学生を

派遣し、また、世界中の学生を本校に受け入

れて、国際自主探究、長期インターンシップ、

海外企業でのインターンシップ、共同研究等

いろいろなプログラムを実施しています。 
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本校は『KOSEN 英語』力の向上を目指して

います。『KOSEN英語』とはどのような英語か

というと、知識だけの英語、大学受験に合格す

るための英語ではなく、『専門知識や技術力を

伴った実践的英語コミュニケーション能力』で

す。つまり発音は上手だけれども専門力がない

ペラペラな英語というものではなくて、多少発

音が悪くても、会話がちょっと拙くても専門力

をしっかり持った、そしてコミュニケーション

がしっかりできるような高専生の育成に取り

組み、英語基礎力・英語運用能力、専門力・実

践的技術力、グローバルコンピテンシー、これ

らを兼ね備えた『KOSEN 英語』力を、低学年

から段階を追って向上させていくことを目指

しています。 
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本事業の重要なプログラムが国際自主探究で

す。この国際自主探究は、留学生が自国で自主

探究を行ったことが発端で、モンゴルからの留

学生が西洋チーズ作りをモンゴルで行うという

プロジェクトから、その後日本人学生が海外に

行って現地の問題を発見して、現地の学生、教

職員と一緒にその問題を解決していくというプ

ログラムに発展しています。 
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国際自主探究は低学年の 15歳からモンゴル

のほか、シンガポールやその他の国々にも学生

を派遣して、現地の問題を学生達が自ら見つけ

て、現地でその問題を解決し、そして日本に帰

国してから内容をさらにブラッシュアップし

て発表するというプログラムです。この国際自

主探究は、文部科学省や海外の教育機関にも非

常に高く評価されている教育プログラムであ

り、このプログラムを通じて低学年のコミュニ

ケーション能力、英語運用能力、課題発見・解

決能力を養っていきます。 
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さらに専攻科等の高学年については、

KOSEN教育と海外企業のニーズを踏まえて、

海外の企業・教育機関と一緒に様々な問題を

解決できるようなグローバルで活躍できる人

材を育成するために、グローバル・コミュニ

ケーション能力、専門力、リーダーシップを

醸成するような新たなプログラムを準備中で

す。その中で、海外の企業・教育機関で高学

年生や専攻科生がティーチングアシスタント

を行うような仕組みを考えています。 
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高学年・専攻科については、多国籍チームリ

ーダーの育成に向けて、国際自主探究のファシ

リテーターや国際セミナーの企画運営を通し

て、グローバル・コミュニケーション能力の向

上に取り組みます。 

 
 
 

 
 
 



- 12 - 

 
 
 

 

そこで重要になるのは学生の英語力の向上

です。そのためのグローバルラーニングセン

ター（ＧＬＣ）を新たに設置して、いろいろ

な英語教育の支援を行います。高専は普通高

校と比べて英語の授業の時間が必ずしも多く

ありません。それから高専は大学受験がない

ため、学生の英語学習に対するモチベーショ

ンがあまり高くありません。これらを補うめ

に授業時間以外でも英語に親しむことができ

て、英語の勉強ができるように、グローバル

ラーニングセンターを設置して、学生の英語

基礎力を向上させて、英語学習に対するモチ

ベーションを高めることに取り組んでいきま

す。 
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また、本校独自の４学期制とモデルコアカ
リキュラムに対応したカリキュラムの大幅改
定を今準備中で、そのカリキュラム改定の中
で、第 2 学年に英検準 2 級レベルを合格ライ
ンとする英語科目を配置し、3年次への進級判
定に関わる科目に設定することと、第 4 学年
に TOEIC400点以上を合格レベルとする英語
科目を配置し、5年次への進級判定に関わる科
目に設定することによって、学生の英語の学
習に対するモチベーションと英語学習の必要
性を認識させて、英語の学力レベルを上げる
ということを検討しています。 
さらに専攻科の受験要件に段階的に TOEIC

スコアを課して、最終的には TOEIC500点取
得を専攻科の受験要件にするということの準
備を現在進めています。 
ただしどうしても進級要件をクリアできな

い場合のためのセーフティネットを用意し
て、英語が本当に苦手な学生のためのケアを
考えています。 
事業最終年度には、本科 3年次 TOEICテス

ト平均点 430 点・本科 5 年次 TOEIC テスト
平均点 500 点・専攻科 2 年次 TOEIC テスト
平均点 600点という本事業の英語力の成果指
標を達成できるように努力していきます。 
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事業評価については、国際評価委員会によ

って、本校と交流協定を結んでいる教育研究

機関から国際的に評価をお願いします。それ

から KOSEN 英語の e-portfolio、PISA 高専

版を開発して定量的に英語の能力向上を図っ

ていく予定です。 
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グローバルエンジニア育成のために、英

語教育の充実を行っています。流暢な英語

を話すのではなく、専門知識に基づき自分

の考えを相手に伝えることのできる

「KOSEN英語」の習得を目指しています。 

英語教育と密接に関係するのが現在本

校で進めている混住型の国際寮です。この

国際寮は低学年のうちから日本人学生と

留学生が共に生活をして、そこでいろいろ

なものを学びとり国際感覚を身につける

ための寮です。部屋は全て個室で、広いコ

モンルーム、フロアごとキッチン、バス、

トイレ等が整備されています。
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このような環境で生活しながら勉

強を一緒にし、日常生活でコミュニケ

ーションを取りながら日本人学生と

留学生がお互いの文化を学び取るシ

ステムです。日本人学生は八戸に居な

がらにして国際感覚を身に付けるこ

とができる、すなわち学内留学ができ

るという特典があり多方面から非常

に大きな注目を浴びています。本校で

はこの国際寮を活用しながらグロー

バルエンジニアの育成を進めていき

ます。
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